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ぼくらは、さっそく、隕石を取りに、オネットの町へとテレポートした
が、オネットは、不気味な雰囲気に包まれていた。店も病院も図書館も、すべて扉をぴっ
たりと閉ざしているのだ。民家の扉を叩いてみても、返ってくる返事はない。
「もしかして、ギーグの手下たちが襲ってきたんじゃないかい?ボクらが、隕石を取りに
行くことがバレたんだよ」ジェフが、困ったような顔をする。
「とにかく、行こう。隕石が落ちたのは、うちの裏の丘なんだ」ぽくはそう答えた。
でも、ちよっと待てよ。ぽくん家は、いったいどうなっているんだろう……ママやト
レーシー、それにチビは元気なんだろうか……
考えれば考えるほど心配になるが……。
「任せとけっ!
叫びざま、プーが勢いよく鉄拳を叩きつけた。素手ながら厳しい修行で鍛えられた拳だ。
しかし、残念ながら致命傷にはならなかったようだ。敵は憎々しげな視線を向けると、すば
やい動きでpSI攻撃をしかけてきた。

